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能登半島地震後に届いた
市民からの声
答弁…災害時における安心の確保に努めていく

全国から注目
3年目の地域クラブ活動教育

石渡征浩 議員（TSUNAGU）
市民要望とかけ離れた
地域公共交通計画
答弁…多岐にわたる施策を展開する

市民の声を
どこまで検討したのか

交通

　　避難空間としての農地活用制度や災害時
協力井戸登録制度の導入はいかがか。また、
障がいの特性上、在宅避難が予想される方の
孤立不安の声にどう応えるのか。地震の脅威
と備えの重要性が改めて認識された今。ぜひ、
積極的な導入と安心の確保を。
　　避難空間としての農地活用制度は、本市
に適した制度の導入を検討するとともに、災
害時協力井戸についても、先進自治体の取組
を研究し、運用方法等を整理していく。また、
障がいのある方
に対し「避難行
動要支援者名簿
登録制度」の登
録勧奨に努める。

答弁…関係団体と連携し、持続可能な運営を行う

答弁…十分な調査を実施し、方針や目標を検討

　　受益者負担など様々な課題があり、地域
移行の難しさが表面化している。国・県から
の委託金が終了した後、どのように持続可能
な運営を行っていくのか。不要な経費の削減
や学校との連携を考えるに当たり、生涯学習
課が受け皿になるべきだと考えるがいかがか。
　　持続可能な運営を行っていくため、全て
の学校で休日の部活動が地域移行となる予定
の6年11月から受益者負担を導入することを
検討している。また、国の実証事業期間中は、
引き続き業務委託により、各関係団体と連携
して実施していく。

　　地域公共交通アンケート調査で、市民ニー
ズは現行ののりあい交通を大きく改善した上
で、タクシー補助やバスとのミックス型を望
むということが明らかになった。それにもか
かわらず、地域公共交通計画は、現行ののり
あい交通の改善に留まっている。なぜなのか。
　　のりあい交通は、運行台数を増車しても
予約率が高い状況にあるため、今後も運行内
容を拡大し、利便性の向上を図る。そのほかに、
高齢者や交通不便地域にお住まいの方を主な
対象に、移動手
段の確保・拡充
に向けた施策も
含めた多岐にわ
たる交通施策を
展開する。

　　交通ネットワークの充実は、第6次総合
振興計画における重点取組項目である。しか
しながら、地域公共交通計画を策定するに当
たって、市民ニーズについて十分検討した形
跡が見当たらない。どこまでの範囲と深さで
検討したのか。
　　市民アンケート調査を十分な標本数で行
うとともに、利用実態調査や交通事業者の運
行データを基に当市の交通に関する課題を整
理した。また、将来的な人口動態や高齢化の
進展状況等を加味した上で基本方針を定め、
目標達成のための施策を検討した。
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開発 環境変化を踏まえた
地区計画に変更を
答弁…状況に応じて地区計画の変更を検討する

答弁…次期計画に盛り込む必要があると考える

開発指導要綱の設置基準の緩和を開発

黒須大一郎 議員（白和）
そろえる教育から
伸ばす教育へ

大山小廃校を急ぐのは
跡地利用のためか

地域

　　白岡駅東側の地区計画ではＢ地区が15
ｍ、Ｃ地区が12ｍの建物の高さ規制がある。
都市計画道路白岡宮代線の開通後は環境が大
きく変わることが予想される地域であり、高
い建物が建てられない地区計画は変更する必
要があると考えるが、いかがか。
　　地区計画策定時の居住者アンケートでは、
住環境の保全を図るため、周辺の建物の高さ
は低いものが望ましいという回答が多かった。
市を取り巻く社会経済情勢や地区の実情の変
化に応じて、地
域住民の意見を
伺いながら、地
区計画の変更に
ついて検討して
いく。

答弁…市のまちづくりの中で検討していく

答弁…休校の影響は廃校と同等に大きい

　　開発指導要綱では、駐車場及び駐輪場の
設置基準を設けているが、現在は自動車を所
有する以外にも、多様な利用がある時代であ
る。計画戸数と同数以上とする基準を緩和す
る必要があると考えるが、いかがか。
　　駐車場の基準は、駐車場不足により生じ
る道路の交通阻害、交通渋滞の誘発等の問題
解決のために設けている基準である。近年、
生活様式、価値観等、社会情勢は大きく変わ
りつつあるため、今後、本市のまちづくりを
検討していく中で、必要に応じて見直しを行
う。

　　学校に新時代の要請を取り入れた「器を
満たす教育」ではなく「心に火を灯す教育」
へと教育現場を進化させる時だ。教育振興基
本計画等はどうなる。
　　変わることのない教育の「不易」は重要
であり、その中にあっ
ても社会や時代の「流
行」を取り入れていく
必要がある。次期計画
の策定に当たっては、
その内容を盛り込んで
いきたい。今後も学習
や様々な体験活動を通
して児童生徒が成長し
ていく場を作っていく。

　　教育長は、昨年6月に副市長から大山小
学校の跡地利用の件で高等学校の話があった
と答弁した。子どものためなら休校という手
法もある。なぜ急ぐ大山小学校の廃校。
　　休校とは、大山小学校を残したまま在籍
する児童がいない状態を示す。このため、廃
校と異なり、教育委員会規則を改正すること
で成立する。しかし、休校の与える影響は廃
校と同等に大きいと考えているため、議会の
判断を要する廃校という選択をした。
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白岡宮代線沿いのＢ地区、
その後背地がＣ地区

加賀市学校教育ビジョン
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